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第 51 回全国衛生化学技術協議会年会 
6 種の有機ヒ素（モノメチルアルソン酸，ジメチルアルシン酸，トリメチルアルシンオキサイド，テトラメチルアルソ

ニウム，アルセノベタイン，アルセノコリン）の形態に分析するために LC-MS/MS を用いる方法を検討した.有機ヒ素の

分析は，一般的に LC-ICP/MS を用いた方法が検討されている．ICP/MS では，As の質量数 75 を各化合物に共通して観

測するため，導入前に各ヒ素化合物が十分に分離していることが重要である．これまでに，イオンペア試薬を用いた分離

方法が報告されているが，高濃度のイオンペア試薬を用いるため，機器の汚染や感度低下が心配される．本方法はイオン

ペア試薬を用いず，各ヒ素化合物の完全分離を必要としないことから新しい分析方法として期待できると考えられる． 


